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東日本旅客鉄道株式会社 

 

TAKANAWA GATEWAY CITY（５・６街区）における 

まちづくりと高輪築堤の保存との両立について 
 

 

○ JR東日本グループは、TAKANAWA GATEWAY CITYのまちづくり（1～6街区）を「100年先の心豊か

なくらしのための実験場」と位置づけ、「人財・叡智」「医療」「水素・GX」を3つの柱とし

た「地球益」の創出に取り組んでいます。2026年3月にグランドオープンした1～4街区に引き

続き、5・6街区を進めることにより「国際交流拠点・品川」の早期実現に貢献します。 

 

○ TAKANAWA GATEWAY CITY（5・6街区）のまちづくりと高輪築堤の保存との両立については、有

識者や関係行政機関等で構成された2つの会議体において約1年半を超える期間にわたり丁寧に

検討・議論いただき、このたび見解・提言が取りまとめられました。これらの取りまとめを踏

まえ、まちづくりとの両立を前提に高輪築堤の一部（以下の2か所）を現状のままで土中保存

することを基本方針といたします。 

・ 信号機跡を含む5・6街区間の高輪築堤（約50m） 

・ 6街区南部の高輪築堤（約110m） 

引続き、この基本方針に基づき、まちづくりの実現に必要な都市計画等の各種手続きに向けた

関係行政機関等との具体的な協議を進めてまいります。 

 

〇 今後、都市計画等の各種手続きの進捗にあわせた具体的な設計や施工計画の検討の中で、高輪

築堤の海上築堤の鉄道らしい「連続性」を有する遺構にできるだけ近づける形となるよう、可

能な限り高輪築堤の現状のままで土中保存する範囲の更なる拡大に取組み、最終的に範囲を確

定いたします。 

 

○ 「高輪築堤」は、日本の鉄道の開業と近代化に大きく寄与した、歴史を象徴する重要な遺構で

あり、鉄道事業を担う当社にとっても大変意義深いものです。有識者や関係行政の皆様からご

指導・ご協力をいただきながら、まちづくりの中で150年前に構築された高輪築堤の価値を次

世代に継承することで、地域の歴史的価値向上、地域社会への貢献とともに新しいまちの価値

向上を目指します。 

 

 

 

 



１. TAKANAWA GATEWAY CITYのまちづくり 

JR東日本グループが開発を進めるTAKANAWA GATEWAY CITYは、地球が抱える様々な社会課題

に対し、「新たなビジネス・文化」「循環型社会のモデル」など、未来に資する解決策をこの

街から生みだし、世界へ発信していく拠点です。日本各地や世界にイノベーションをもたらし

ながら社会課題である「人財・叡智」「医療」「水素・GX」3つの柱として、「100年先の心豊

かなくらし」の実現に向けた「地球益※」の創出に取組むとともに、周辺の鉄道改良を含む基

盤整備事業や開発事業等と連携し「国際交流拠点・品川」の早期実現に貢献してまいります。 

※ 地球に対する負荷が高いこれまでの経済活動を見直し、地球と人間が調和する利益を目指すこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 「国際交流拠点・品川」の実現に向けたまちづくりと当社が重点的に取り組む「三本柱」 



２. 高輪築堤関係会議体での検討経緯等 

 高輪築堤調査・保存等検討委員会（以下、「委員会」という） 

2020 年 9月から 2026年 9月までに計 71回開催 

（5・6 街区における高輪築堤に関わる具体的な議論は 2025年 3月から 2026 年 9月まで） 

※検討経緯は当社ホームページでご確認ください 

https://www.jreast.co.jp/takanawachikutei/ 

 

 「国際交流拠点・品川」における高輪築堤の価値・あり方に関する有識者検討会議 

2022 年 11月から 2026年 9月までに計 22回開催 

※検討経緯は当社ホームページでご確認ください 

https://www.jreast.co.jp/takanawachikutei/international/ 

 

３. 5・6街区における高輪築堤の保存に関する基本方針 

関係行政機関の協力のもと、既決定の区画道路を変更することに加え、現時点において可能

な限り建物計画を変更すること等により、以下の 2か所を「現状のままで土中保存※１
」することと

いたします。（参照別紙） 

引続き、基本方針とまちづくりの実現を目指し、都市計画等の各種手続きに向け、国、東京

都、港区をはじめとする関係行政機関等との具体的な協議を進めてまいります。 

○ 信号機跡※２を含む 5・6街区間の高輪築堤（約 50m） 

今後、具体的な設計や施工計画の検討の中で、可能な限り高輪築堤を現状のままで土中保

存する範囲の更なる拡大に取組みます。 

なお、現状のままで土中保存する箇所以外は、両会議体や文化財行政と連携し、これまでの

高輪築堤調査で得られた知見を踏まえた詳細かつ慎重な記録保存調査を実施します。 
○ 6街区南部の高輪築堤（約 110m） 

6街区南部については、一部施設計画を変更し、高輪築堤への支障を回避します。なお、そ

の東側の線路下範囲については、施工済の構造物を除き、開発計画において新たな掘削を行

う予定はありません。 
※1 両会議体の見解・提言における「現地保存」をいいます。 

※2 委員会において、「4 街区で検出された信号機跡と類似しており、わが国最初期の信号機跡と推定される貴重な遺構である」 

との文化財的価値が評価されています。 

 

４. TAKANAWA GATEWAY CITYのまちづくりのなかでの高輪築堤の歴史的価値の継承について 

 現在、TAKANAWA GATEWAY CITY のまちづくりのなかでの高輪築堤の歴史的価値の継承に向け、

有識者・関係行政からご指導・ご協力をいただきながら、国指定史跡である第７橋梁部および公

園部の現地保存・公開（2028 年春予定）をはじめとする具体的な取組みを通じて、日本で初め

て鉄道が走ったイノベーションの地としての記憶を次の 100年に継承してまいります。 

 

https://www.jreast.co.jp/takanawachikutei/
https://www.jreast.co.jp/takanawachikutei/international/


詳細につきましては、以下のプレスリリースをご参照ください。 

・高輪築堤跡 これからの 100年に向けて  

https://www.jreast.co.jp/press/2023/20230531_ho01.pdf 

・TAKANAWA GATEWAY CITY ―100 年先の心豊かなくらしのための実験場―  

2025 年 3月 27日 いよいよまちびらき 

https://www.jreast.co.jp/press/2024/20241030_ho02.pdf 

・広域品川圏の共創まちづくり 2026 年 3月 28日 本格始動！ 

https://www.jreast.co.jp/press/2025/20260219_ho03.pdf 

 

当社は、「国際交流拠点・品川」の実現を目指し、国家戦略特別区域計画に位置付けられた品川

エリア全体のまちづくりと両立を図りながら、高輪築堤の保存・継承に取り組んでいます。 

https://www.jreast.co.jp/press/2023/20230531_ho01.pdf
https://www.jreast.co.jp/press/2024/20241030_ho02.pdf
https://www.jreast.co.jp/press/2025/20260219_ho03.pdf


信号機跡

第８橋梁部
北横仕切堤

：品川駅北周辺地区土地区画整理事業
：高輪築堤ライン 注１：推定を含む
：現地保存（国史跡指定）
：現状のままで土中保存する範囲 注２：未確認範囲を含む
：現状のままで土中保存する範囲（線路下の範囲）
：移築保存
：記録保存調査済範囲 注３：当社以外の事業による調査範囲を含む
：記録保存調査検討範囲 ※

信号機跡を含む
５・6街区間
（約５0m）※

6街区南部
（約110m）

※ ※

6街区南部東側
線路下範囲

6街区5街区

信号機跡

別 紙

高輪築堤

2024年11月撮影（５・６街区確認調査時）

※ 今後、具体的な設計や施工計画の検討の中で、可能な限り高輪築堤を
現状のままで土中保存する範囲の更なる拡大に取り組みます。

    その検討結果を踏まえ、記録保存調査範囲を確定します。

※ 今後、具体的な設計や施工計画の検討の中で、可能な限り高輪築堤を現状のままで土中保存する範囲の更なる拡大に
取り組みます。その検討結果を踏まえ、記録保存調査範囲を確定します。
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